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お子さん一人ひとりに合った指導や支援を提供できるよう、様々な学習環境を整備しています。 

詳しくは、教育支援課までお問い合わせください。 

障害の 
区分 

知的障害 自閉症・情緒障害 発達障害 

制度等の
名称 

知的障害 
特別支援学級 

自閉症・情緒障害 
特別支援学級 

特別支援教室 

在籍学級 特別支援学級 特別支援学級 通常の学級 

概要 

●対象 
 認知や言語などに関わる
知的発達に明らかな遅れが
あり、抽象的な概念を使った
会話の困難さや日常生活上
一部援助が必要な児童・生徒 
●特徴 
 将来の生活に役立つこと
を中心に考え、適応機能の向
上を目指した指導を行いま
す。各教科の内容は、特別支
援学校と同じ内容に基づき
学習します。 
 生活単元学習等を行い、各
教科で学んだ内容を実際の
生活に生かせるようにして
います。 

●対象 
 知的な遅れがなく、自閉症や
情緒障害に類する特性（言葉に
よるやりとりや他人と関わり
を持ちながら生活を送ること
の困難さ）がある児童 
●特徴 
 通常の学級と同じ内容の指
導（国語や特別活動などの指
導）と障害による生活上・学習
上の困難さを改善するための
指導（自立活動）の時間を設け
て指導します。 
 通常の学級と同じ内容の学
習をしますが、抽象的な内容と
取り扱う学習において、適切に
意味理解が進むよう実体験を
重視したり、認知特性に応じ
て、写真や図面、模型、実物の
利用など視覚による理解を促
したりします。 

●対象 
 知的発達の遅れはなく、通常
の学級での学習におおむね参
加できるものの、社会性やコミ
ュニケーション、対人関係の形
成などに課題があり、一部特別
な指導を必要とする児童・生徒 
●特徴 
 基本は個別指導を行い、自分
の特性の理解や対応について
学びます。必要に応じ小集団
で、人間関係の形成に関する学
習などを行います。 
 教科等の内容を取り扱うこ
とがありますが、学習の遅れを
取り戻す補習ではありません。 

学級編成 
児童・生徒８人で１学級を編制します。 

（９～16 人なら２学級、17～24 人なら３学級） 
学級は編制しません。 

教員数 
原則、学級数＋１人の教員の配置がされます。 
（２学級なら教員３人、３学級なら教員４人） 

児童・生徒 12 人あたり 1 人の
教員が拠点校に分散して配置
されます。 

利用決定 
の 

プロセス 

就学相談又は転学相談の申込みが必要です。就学相談員との
面談、行動観察、見学や体験を実施するほか、発達検査や医
学診断の結果を提出していただきます。就学支援等検討委員
会による審議･提案を経て、教育委員会が決定 

学級担任等と相談後、校内委員
会で支援レベルを検討します。
発達検査（WISC）の提出が必要
です。入室は、審査会での審議
を経て、教育委員会が決定 

教室の様
子 

 

松中小 まつのみ学級 

 

第二小 さくら学級 

 

第四小 キラリ 

設置学校 
第一小/第五小/第九小/第十小 

松中小/新生小/若葉台小 

立川一中/立川二中/立川五中 

第二小/第六小/大山小 

立川四中 
すべての学校 

市立小・中学校の特別支援教育 

一人ひとりの可能性と能力を伸長させるために 
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障害の 
区分 

難聴・言語障害 肢体不自由・医療的ケア 

制度等の名
称 

難聴・言語障害通級指導学級 介助員・学校看護師（医療的ケア看護職員）の配置 

在籍学級 通常の学級 通常の学級 

概要 

●対象 
 知的発達の遅れはなく、通常の学級
での学習におおむね参加できるもの
の、以下の障害により、一部特別な指
導を必要とする児童 
＜難聴：きこえの教室＞ 
 補聴器を使用しても通常の話声を
解することに難しさがある児童 
＜言語障害：ことばの教室＞ 
 構音障害や吃音など言語機能の発
達に遅れがある児童 
●特徴 
 個別指導を中心に、正しい発音や楽
に話す方法などを学びます。 
 
 
 
 
 
 
 

●通常の学級における介助対象 
①身体障害者手帳の交付を受けており、移動等に困難があ
る児童・生徒 

②学校教育法施行令第 22 条の３に該当する状態（特別支
援学校への就学が適当であると就学支援等検討委員会
で意見が出ている状態）にあり、移動等に困難がある児
童・生徒 

③上記のほか、歩行や移動等が著しく困難であり、教育委
員会が必要と認めた児童・生徒 

 
●医療的ケア実施看護師配置対象者 

学校生活を送るにあたり医療的ケアが必要な児童・生徒 
主治医の所見や指示書が必要 

 
医療的ケアガイドラインに基づいて実施します。 
学期末や校外活動前などには支援会議や学校医療的ケア
委員会を個別に開催します。 

学級編成 
児童 20 人で１学級を編制します。 

（21～40 人なら２学級） 
 

教員数 
学級数＋１人の教員が配置されます。 
（２学級なら教員３人、３学級なら教
員４人） 

 

利用決定 
の 

プロセス 

学級担任 又は 通級設置校にご相談
ください。必要に応じて、検査（ITPA、
WISC）を実施します。入退級は、審査
会での審議を経て、教育委員会が決定 

介助員・学校看護師（医療的ケア看護職員）の配置は、就学
相談等を経て決定 

教室の様子 

 

第八小・きこえとことばの教室 

（個別指導室） 

 

階段昇降機の操作研修 

設置学校 
第七小学校…ことばの教室 

第八小学校…きこえとことばの教室 

 

 

 

ことばの教室や、特別支援学級には指定の通学区域があります。 

就学相談についての詳しいご案内を、市ホームページに掲載しています。 

13



〈小学校〉

第三小学校 錦町3-4-1 錦町１丁目、錦町３丁目、錦町４丁目、錦町６丁目

第四小学校 富士見町4-4-1
富士見町１丁目、富士見町２丁目、富士見町３丁目１番から９番まで、富士見町４丁
目、富士見町５丁目、曙町１丁目１番から１０番まで

第六小学校 羽衣町2-29-22 羽衣町１丁目から３丁目まで

第七小学校 錦町5-6-43 錦町２丁目、錦町５丁目

第八小学校 幸町2-1-1
栄町２丁目４４番地から４６番地まで、栄町４丁目４４番地から４７番地まで、栄町
５丁目、栄町６丁目、幸町１丁目から３丁目まで

西砂小学校 西砂町2-34-2 一番町６丁目１８番地から２９番地まで、西砂町１丁目から７丁目まで

南砂小学校 栄町2-2-1
栄町１丁目６番地から３９番地まで、栄町２丁目（１番地から４３番地まで、４７番
地から６９番地まで）、栄町３丁目３０番地から６３番地まで

幸小学校 幸町5-68-1 幸町４丁目から６丁目まで

柏小学校 柏町4-8-4
柏町３丁目から５丁目まで、砂川町６丁目（４番地の１１から１３まで、２７番地か
ら４８番地まで）、砂川町７丁目（１番地から３番地まで、５番地から３９番地ま
で、５１番地から５５番地まで）

上砂川小学校 上砂町5-12-2

砂川町３丁目２６番地から４７番地まで、砂川町４丁目４８番地から７２番地まで、
砂川町７丁目（４番地、４０番地から５０番地まで、５６番地から６０番地まで）、
砂川町８丁目、上砂町４丁目４２番地から５６番地まで、上砂町５丁目から７丁目ま
で

通学区域

柴崎町１丁目から６丁目まで

高松町１丁目、高松町２丁目、高松町３丁目（１番から１４番まで、１５番（１号か
ら１０号まで、２０号から２５号まで）、１６番（１号から８号まで、１７号から２
２号まで）、１７番（１号から９号まで、１７号から１９号まで）、１８番（１号か
ら８号まで、１６号から２１号まで）、１９番（１号から９号まで、１５号から１９
号まで）、２０番（１号から８号まで、１５号から２０号まで）、２１番（１号から
１１号まで、２０号から２５号まで）、栄町３丁目１番地から２９番地まで、栄町４
丁目１番地から４３番地まで

砂川町１丁目３１番地から５６番地まで、砂川町２丁目１番地から６４番地まで、砂
川町３丁目１番地から２５番地まで、砂川町４丁目１番地から４７番地まで、砂川町
５丁目（１５番地の２及び３、１６番地から２０番地まで）、上砂町２丁目９番地か
ら４５番地まで、上砂町３丁目１２番地から６１番地まで、上砂町４丁目１番地から
４１番地まで、一番町１丁目４１番地から６１番地まで、一番町２丁目１番地から１
３番地まで、一番町４丁目１番地から１６番地まで

柏町１丁目、柏町２丁目、砂川町１丁目（１番地から３０番地まで、５７番地から６
７番地まで）、砂川町５丁目（１番地から１４番地まで、１５番地の１、１５番地の
４から６まで、２１番地から５４番地まで）、砂川町６丁目（１番地から３番地ま
で、４番地の１から１０まで、５番地から２６番地まで）、泉町１１５６番地、緑町

一番町２丁目１４番地から４９番地まで、一番町３丁目、一番町４丁目１７番地から
７３番地まで、一番町５丁目、一番町６丁目１番地から１７番地まで

富士見町３丁目１０番から２１番まで、富士見町６丁目、富士見町７丁目

若葉町１丁目から４丁目まで

富士見町6-69-1

砂川町２丁目６５番地から７１番地まで、上砂町１丁目、上砂町２丁目１番地から８
番地まで、上砂町３丁目１番地から１１番地まで、一番町１丁目１番地から４０番地
まで

学校名

第一小学校

第五小学校

第九小学校

第十小学校

松中小学校

新生小学校

若葉台小学校

所在地

上砂町2-18-1

柏町1-31-1

一番町5-8-5

大山小学校 上砂町1-5-33

若葉町1-13-1

曙町１丁目１１番から３７番まで、曙町２丁目及び３丁目、高松町３丁目（１５番１
１号から１９号まで、１６番９号から１６号まで、１７番１０号から１６号まで、１
８番９号から１５号まで、１９番１２号から１４号まで、２０番９号から１４号ま
で、２１番１２号から１９号まで、２２番から３２番まで）

曙町3-23-1第二小学校

柴崎町2-20-3

高松町1-12-25

立川市立の小・中学校
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〈中学校〉

立川第三中学校 羽衣町3-25-6 第三小・第六小・第七小学校通学区域

立川第四中学校 幸町5-49-1 幸小・柏小学校通学区域

立川第六中学校 泉町786-16 第八小・第十小学校通学区域

立川第七中学校 西砂町6-28-3 西砂小・松中小学校通学区域

立川第八中学校 富士見町7-24-1 新生小学校通学区域

立川第九中学校 若葉町3-19-5 若葉台小学校通学区域

曙町3-29-46

上砂町3-27-1

通学区域

第一小・第四小学校通学区域

第二小・第五小・南砂小学校通学区域

第九小・大山小・上砂川小学校通学区域

学校名

立川第一中学校

立川第二中学校

立川第五中学校

所在地

柴崎町1-3-4
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〈小学校〉

学校名 学級名

第一小学校 あおぞら学級 第一小・第三小・第六小・第七小

第五小学校 こだま学級 第五小・第二小・第八小・南砂小

第九小学校 くわのみ学級 第九小・大山小・上砂川小

第十小学校 すずかけ学級 第十小・柏小

松中小学校 まつのみ学級 松中小・西砂小

新生小学校 ひまわり学級 新生小・第四小

若葉台小学校 たんぽぽ学級 若葉台小・幸小

〈中学校〉

学校名 学級名

立川第一中学校 Ⅰ(ｱｲ)組

立川第二中学校 １(ｲﾁ)組

立川第五中学校 １０組

〈小学校〉

学校名 学級名

第二小学校 さくら学級

第六小学校 はごろも学級

大山小学校 にじいろ学級

※第十小学区と柏小学区については、交通手段の観点から見て第二小または大山小を選択できます。

〈中学校〉

学校名 学級名

立川第四中学校 Ａ組

〈小学校〉

学校名 学級名

第七小学校 ことばの教室

きこえとことばの
教室（言語）

きこえとことばの
教室（難聴）

第八小学校

通学区域

第七小・第一小・第二小・第三小・第四小・第六小・新生小

第八小・第五小・第九小・第十小
西砂小・南砂小・幸小・松中小・大山小
柏小・上砂川小・若葉台小

市内全域

知的障害特別支援学級

難聴・言語障害通級指導学級

通学区域

通学区域

通学区域

小学校区；第一小・第三小・第四小・第七小・新生小
中学校区；立川第一中・立川第三中（一部）・立川第八中

小学校区；第二小・第五小・第六小・第八小・南砂小・幸小・若葉台小
中学校区；立川第二中・立川第三中（一部）・立川第四中（一部）
　　　　　  立川第六中（一部）・立川第九中

小学校区；第九小・第十小・西砂小・松中小・大山小・柏小・上砂川小
中学校区；立川第五中・立川第四中（一部）・立川第六中（一部）
　　　　　立川第七中

自閉症・情緒障害特別支援学級

第二小・・第五小・第八小・南砂小・幸小・若葉台小

大山小・第九小・西砂小・松中小・上砂川小

第一小・第三小・第四小・第六小・第七小・新生小

通学区域

市内全域

立川市立の特別支援学級等
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第一小学校

小学校特別支援教室キラリ
第１グループ

第４グループ

新生小学校

第三小学校

第２グループ

第六小学校

第八小学校 第十小学校

第３グループ

中学校特別支援教室プラス
第１グループ

第五小学校

第５グループ
拠点校拠点校

拠点校

拠点校

拠点校

第四小学校

第七小学校

第二小学校

柏小学校

拠点校

若葉台小学校

第６グループ
拠点校

松中小学校 西砂小学校

幸小学校

第７グループ
拠点校

第九小学校

上砂川小学校
大山小学校

第３グループ
拠点校

南砂小学校

立川第四中学校

立川第五中学校
立川第七中学校

障害種別 学校名 所在地 通学区域

立川第一中学校

立川第九中学校

第２グループ
拠点校

立川第三中学校

立川第二中学校

立川第八中学校

立川第六中学校

肢体不自由

府中けやきの森学園 府中市朝日町3-14-1 羽衣町

村山特別支援学校 武蔵村山市緑が丘1460-1 上記以外

知的障害 立川学園知的障害教育部門 立川市栄町1-15-7 市内全域

視覚障害 八王子盲学校 八王子市台町3-19-22 市内全域

聴覚障害 立川学園聴覚障害教育部門 立川市栄町1-15-7 市内全域

病弱 光明学園 世田谷区松原6-38-27 市内全域

立川市を通学区域とする都立特別支援学校
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「就学支援シート」を活用される保護者のみなさまへ 

                                    

 子どもには、さまざまな個性があり、一人一人に夢や希望に満ちた豊かな可能性があります。

その可能性を大切に伸ばしていくために、小学校への入学に向けて、幼稚園・保育園、療育機関

や家庭などで今まで大切にしてきたことや配慮してきたことで、小学校に伝えたいことがあれば、

教えてください。お子さんが豊かで楽しく充実した学校生活を送ることができるよう、お子さん

に必要と思われる支援や配慮について、一緒に考えていきましょう。 

 

 

 

 ● お子さんのよいところ、得意なこと、頑張っていること等、お子さんが楽しい学校生活を

送るためのヒントをお知らせください。 

 

 ● お子さんがどうしても苦手なことや、環境、情緒が不安定になったときの対応の仕方など、

学校生活において支援が必要なことを具体的にお知らせください。 

 

 ● お子さんに合わせて工夫した指導の内容や、教材・教具、言葉かけや補助の仕方など、お

子さんが意欲的に学習に取り組むことができる指導方法の工夫や、落ち着いて学習に取り

組むことができる学習環境の設定の工夫などについてお知らせください。 

 

 ● このシートの全ての欄を記入する必要はありません。また、このシートだけでは不十分と

思われる場合には、必要な書類等を添付していただいても構いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「就学支援シート」の記入に当たって 

「就学支援シート」の作成・活用の流れ 

１ 保護者 

現在通っている園や療育機関とご相談いただき、「就学支援シート」を作成します。 

作成後、内容の確認をお願いします。原本を提出していただきますので、事前にコピー 

をお取りください。 
 

２ 保護者 

１２月中旬までに教育支援課に「就学支援シート」を提出します。 

       ⇒教育支援課就学相談係まで（子育て支援・保健センター３階） 

 

３ 教育支援課  

「就学支援シート」を就学先の小学校に引き継ぎます。（１月中旬から２月上旬） 

 

４ 就学先の学校 

「就学支援シート」を活用して幼稚園や保育園等と引継ぎを行います。学校において個別の 

支援が必要な場合は、学校生活支援シート等を作成して、指導や支援を行います。 

 入学前に面談を希望する保護者には、学校から連絡があります。 
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1　現在のお子さんの様子（得意なこと、頑張っていること、心配なこと、不安なことなど）（保護者記入）

１　　２　　３

１　　２　　３

１　　２　　３

１　　２　　３

１　　２　　３

１　　２　　３

基
本
的
生
活
習
慣

運
動

１できる　　２どちらともいえない　　３苦手

保護者記入欄

該当する数字に〇を
つけてください。

保育園・幼稚園等記入欄 療育機関等記入欄

３　小学校でのより良い生活のために、現在のお子さんの成長・発達等のこと、また家庭で行っている支援があれ
ばその内容を記入してください。

項
目 支援、配慮が必要な場面

効果的な手立て等

保護者の願い

２　小学校入学後、学校生活への期待や成長への願いを教えてください。（保護者記入）

支援や配慮が必要な場面
支援や工夫しているところ

本人の願い

走る、跳ぶ、投
げる等、全身を
使った運動がで
きる

はさみを使う
等、手指を使っ
た作業ができる

大便・小便が一
人でできる

箸やスプーンを
使って一人で食
事ができる

一人で準備・片
づけ（整理整
頓）がでできる

着替えが一人で
できる

すべての項目を記入していただく必要はありません。「特に伝えたいこと」「知っていてほしいこと」を記入してください。
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連絡先

連絡先

保護者記入欄

１　　２　　３

１　　２　　３

１　　２　　３

１　　２　　３

就学支援シートの内容を、関係する機関等と共有・連携することに同意します。

　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　保護者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.

４　保育園、幼稚園等（保育園、幼稚園等記入）

機関名（担当者名）

１　　２　　３

１　　２　　３

保育園・幼稚園等記入欄 療育機関等記入欄

困っていること
を伝えることが
できる

自分の名前（ひ
らがな）を読め
る、書ける

１から10まで数
えられる

友達と協力しな
がら遊ぶことが
できる

支援期間 年　　　月　　　　　から　　　　　　年　　　月　まで

５　療育機関等（療育機関等記入）

機関名（担当者名） 　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

対
人
関
係
・
社
会
性
・
行
動

１　　２　　３

身の回りの物を
大切にすること
ができる

資料の添付 有　　・　　無 有　　・　　無 有　　・　　無

１　　２　　３

１　　２　　３

表
現
・
理
解
（

学
習
の
基
礎
）

　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　）

支援期間 年　　　月　　　　　から　　　　　　年　　　月　まで

遊具遊びなど順
番を待つことが
できる

家のお手伝いや
係活動ができる

音・触られるこ
と・人ごみ・匂
い等を気にせず
過ごせる

親以外の大人と
話ができる

６　情報共有の同意
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                   とは・・・ 

 

サポートファイルは、お子さんの成長・発達の様子や、支援の内容などを記録する情

報ファイルです。「発達で気がかりなところがある」「特性に応じた支援が必要」「障害

がある」お子さんには、作成をお勧めしています。 

入園・入学・進級、受診や相談などの際に、お子さんの出生時や成長の過程を説明し

たり、過去の経過を伝えたりするとき、きっと役に立ちます。また、お子さんの育ちの

記録としても貴重なファイルになります。ぜひ、ご活用ください。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た ち サ ポ 

  立川市サポートファイル 

                 

 

 

 

をご活用ください 

た ち サ ポ 

な  ご家庭で用意したファイルに 

「たちサポ」ステッカーを貼り、記入し

た記録シートや関係機関に提出した書類の

コピーなどを記録として保存します 

記録シート（A4判）と 

ステッカーを作成 

しました 

※ 記録シートは市公式ホームページか 

らダウンロードできます 
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こんな便利に使えます                               

① 情報をひとまとめ お子さんの成長発達に関する様々な情報をファイルにまとめ、

保護者の方が把握しやすくなることで、ご家庭から関係機関への情報提供や説明、手

続き等をスムーズにできるようになります。 

 

② お子さんの成長を記録 ライフステージを通じた情報をまとめることで、これまで

のお子さんの成長発達の様子や医療・支援の経過等を簡単に見ることができます。 

 

③ 途切れのない相談・支援 サポートファイルの記録を提示することで、これまでに受

けた医療や支援の内容が伝わりやすくなり、継続的な相談や支援につながります。 

 

④ 説明が容易に サポートファイルの情報を活用することで、利用機関や支援者が変

わっても、お子さんの特性や配慮事項などの説明を簡単に伝えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問い合わせ・配布先等                            

立川市児童発達支援センター 発達支援係 

子育て支援・保健センター（はぐくるりん）☎042－529－8586 

（その他配布先） 

・立川市役所：子ども政策課・障害福祉課 

・子ども未来センター：保育課・子ども育成課 

（市ホームページ） 

 右記の二次元コードからもダウンロードできます。 

放課後等デイ
サービス 

医療などの 
関係機関 

学童保育所 

成人期 学齢期（小学校～高校） 乳幼児期（就学前） 

子育て支援・保健センター 
はぐくるりん  など 

学校 

幼稚園 
保育園 
こども園 
など 

保護者 

児童発達支援 
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就学相談について  

 

Ｑ．「就学相談」とは何ですか。 

Ａ．お子さんの小・中学校入学にあたり、“心身に障害がある”、“発達がゆっくり”、“集団行動が苦

手”などの不安や心配に対し、心理や教育の専門知識を持った相談員が、必要な情報や見学･体

験等の機会を提供しながら、お子さんの能力や可能性を最も伸ばせる教育環境や必要な支援の

内容を保護者と一緒に考えるのが『就学相談』です。 

 

Ｑ．就学相談の相談員は、何か特別な資格を持っている人ですか？  

Ａ．心理や教育の専門的知識と経験を持った者（公認心理師等や、小･中学校･特別支援学校での経

験がある元教員）が相談にあたります。 

 

Ｑ．在籍する園から、就学相談を受けるように勧められました。相談をしなければいけないのです

か。 

Ａ．就学相談は、特別支援学級、特別支援学校への就学を希望又は検討されている方、身体の障害

により移動等に困難があり、通常の学級で介助員の配置を希望する方、医療的ケアにより看護

師の配置を希望する方を対象としています。特別支援教育の希望がなければ、相談していただ

く必要はありません。 園などから就学相談を勧められた際は、その理由をお聞きください。そ

の上で、就学相談を必要とする場合は、お申込みください。 

 

Ｑ．発達検査、医師の診察はどこで受けられますか。 

Ａ．かかりつけの医療機関や療育機関等にご相談ください。かかりつけの医療機関等がない場合は

発達に関する専門の小児科、児童精神科等での受診をお願いします。発達検査、医師の診察に

は時間がかかりますので、余裕をもって準備をお願いします。 

 

Ｑ．うちの子は発達がゆっくりなため、なるべく卒園直前の成長の様子を見て判断してもらいたい

と思っています。就学支援部会に参加する日程を、後半に指定できますか？  

Ａ．観察後の成長発達の見込みも含めて、支援の検討をいたしますので、ご安心ください。それで

もご希望があれば、可能な範囲で、ご希望に沿うよう考慮いたします。担当の就学相談員にご

相談ください。 

ただし、例年、冬場に入るとインフルエンザなどで、就学支援部会を欠席されるお子さんが多

いため、早めの日程をお勧めしています。 

  

Ｑ．特別支援学級への就学を考えていますが、複数の学級の見学、体験を行うことはできますか。 

Ａ．立川市立の小･中学校では、通学区域に基づいて学校を指定しています。特別支援学級も、お住 

まいの住所によって入学する学校は決まっているため、見学や体験は指定校にて実施します。 

見学、体験については、就学相談の中でご案内いたします。 

また、特別支援学校では、学校見学会を開催していますので、学校のホームページでご確認く 

ださい。 

  

よくいただくご質問 
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Ｑ．就学相談の結果、保護者の希望と専門家の提案が異なる場合は、どうなりますか？ 

Ａ．保護者のご希望と専門家の提案が異なる場合は、面談を行い、なぜそういう提案となったのか

をご説明させていただきます。お子さんの特性や課題に合わせ、どんな配慮や支援が必要か、

お子さんの力や可能性を最も伸ばすためにはどんな学習環境が望ましいかなど、専門家から出

た意見の内容をお伝えしたうえで、改めて保護者のご意向をお聞きします。  

最終的な就学先は専門家の意見及び本人・保護者の意向を総合的に勘案し、教育委員会が指定

いたします。（市立小･中学校の場合は立川市教育委員会が、特別支援学校の場合は東京都教育

委員会が指定します。） 

ただし、特別支援学級や特別支援学校へ就学する意向があっても当該の障害がないと判断され

る場合は、意向通りとならない場合があります。安心して入学式を迎えていただけるように、

入学前に学校との面談の場を設け、必要な配慮や支援等について学校･保護者・教育委員会の三

者で確認し合うほか、入学後の授業の様子を観察したり、ご家庭での様子をお尋ねしたりする

など、必要に応じて、ご相談を継続させていただきます。  

  

Ｑ. １、２回の行動観察で、子どもの発達の状況や将来を十分に理解してもらえるか不安です。 

Ａ．就学相談員による行動観察だけでなく、お子さんの特性やご家庭での様子、将来についてのご

意向などを、保護者からお伺いします。そのうえで、 

・在籍している園、学校の先生等からお聞きする、様子や支援の状況 

・医師による診断書や、医療機関等での療育の記録 

・発達検査の結果と、就学後の支援等に関する所見 

・特別支援学校や特別支援学級の体験時の様子 

・就学支援部会での小集団での活動の様子 

を総合的に参照します。 

 

Ｑ．通常の学級に就学した後に特別支援学校、特別支援学級に転学すること、また特別支援学校、

特別支援学級に就学した後に、通常の学級に転学することはできますか。 

Ａ．保護者と在籍校で十分に相談をしていただいた上で、転学相談を申し込んでいただくことにな

ります。転学相談では、就学相談と同様に就学相談員が保護者と面談し、発達検査、医師の診

断、行動観察等を行い、転学後の支援・必要性について検討します。特別支援学校、特別支援

学級への転学については、対象となる障害がない場合には、転学できません。 

 

 

  

   就学支援シートについて  

 

Ｑ．就学支援シートは、どのように活用されますか？ 

Ａ．教育支援課でお預かりした就学支援シートは、１月中旬より順次、お子さんの就学が決定した

小学校へ送付いたします。受理した学校では、校長、副校長、特別支援教育コーディネーター

などの先生が目を通したのち、必要に応じて、保護者との面談や園との引継ぎの資料として活

用するほか、学級編制の参考、学校生活支援シートや個別指導計画を作成、お子さんの指導・

支援に役立てています。 
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   特別支援学級、通級指導学級、特別支援教室について 

 

Ｑ．特別支援学級と通級指導学級、特別支援教室の違いを教えてください。 

Ａ．特別支援学級の場合は、その学級に在籍し、実態に応じた指導を行います。授業の内容によっ

て、他学年の児童・生徒と共に学ぶこともあります。また、一部、通常の学級において学習す

る「交流及び共同学習」を行うこともあります。 

これに対し、通級指導学級と特別支援教室の場合は、通常の学級に在籍し、授業を受けながら、

週に数時間だけ、通級指導学級を設置している学校や校内の特別支援教室に通って特別な指導

を受けます。  

いずれの場合も、お子さんの状態に応じて、障害による学習上又は生活上の困難さを改善・克

服を目的とする｢自立活動｣を取り入れます。また、知的障害特別支援学級の場合は、各教科の

内容を知的障害特別支援学校の各教科に替えるなど工夫した教育課程を編成します。 

  

Ｑ．子どもが軽度の知的障害の診断を受けています。軽い、ということは、知的障害特別支援学級

ではなく、特別支援教室（通級指導学級）で指導を受ければ良いですか？ 

Ａ．障害の重さによる違いではなく、主障害が異なります。知的障害特別支援学級は知的障害のお

子さんが対象です。一方、特別支援教室は、自閉症やＡＤＨＤなどの発達障害や情緒障害のあ

るお子さんのうち、知的発達に遅れがないお子さんが対象です。そのため、特別支援学級に在

籍している場合や、知的障害（軽度を含む）がある場合は、発達障害の特性があっても、特別

支援教室（通級指導学級）は利用できません。 

また、特別支援教室（通級指導学級）の入室（入級）には審査があり、上記の前提条件を満た

していても、審議の結果、認められない場合があります。 

 

Ｑ．特別支援学級のある学校が遠いため，自転車や電車・バスで通学できますか。  

Ａ．学校が、お子さんの障害の状況や学校周辺の道路環境などを勘案し、安全面を指導しますので、

本人、保護者が判断し、学校に届け出を行います。入学が決まったら学校にご相談ください。  

 

Ｑ．特別支援学級は何人クラスですか？ 先生は何人ですか？  

Ａ．東京都の現在の基準では、児童８人で１学級を編制します。先生の数は「学級数プラス１名」

が配置されます。例えば、在籍している児童が９人の場合、８人を超えているので２学級となり、先生

は３人です。ここでいう「学級」は、クラスの構成自体が８人と１人になるわけではなく、低学年と高学年、

あるいは４人と５人など、学習内容や障害の特性、活動のしやすさ等を考慮して分けるのが一般的

です。少人数であることに支障がある場合は、２学級以上で活動することもあります。 

また、担任の先生以外に、学級の状況等に応じて、市独自に臨時指導員を配置しているほか、図工

や音楽の時間には、専科の先生が入る場合もあります。  

 

Ｑ．主治医からの「通級指導学級を利用したほうが良い」との診断書があります。就学相談の中で

希望を伝えておけば、入学してすぐに利用することができますか？  

Ａ．通級指導学級と特別支援教室は、通常の学級において、学習上や生活上の困難さを改善・克服

するための知識等を身に付けるための指導を行います。そのため、医学的な診断のみではなく、

学級における困難さの状況を踏まえて指導の必要性を検討します。 
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◆きこえの教室、ことばの教室（難聴・言語障害通級指導学級／小学校） 

就学前のお子さんでも、随時、設置校にてご相談を受け付けています。その結果、必要に応

じて、学級での体験的な通級を行う場合もあります。入学直前の２月の審査会で、入学後も

継続した通級指導が必要だと認められれば、４月１日付で正式入級が決定します。 

◆特別支援教室キラリ（小学校） 

入室の申込みは、入学後の在籍学級での様子をみてからとなります。 

東京都教育委員会のガイドラインでは、特別支援教室での指導の必要性を判断する目安として、 

・レベル１＝心理職等の助言を受けながら指導を工夫すれば、担任の先生が対応できる 

・レベル２＝支援員を配置するなど校内外の人材を活用すれば、対応できる 

・レベル３＝レベル１、２では対応が困難で、特別支援教室での指導を必要とする 

の｢レベル３に該当すること｣とされています。 

そのため、校内での取り組みの経過や課題、特別支援教室で達成したい目標、必要な時間数

等を検討してからの入室申請となります。 

就学相談で特別支援教室の利用についての意向があった場合は、早めの授業観察や体験につ

なげられるよう、教育支援課より就学相談の資料とともに、就学先の小学校へ引き継ぎます。 

◆特別支援教室プラス（中学校） 

例年９～10月に、小学校６年生の保護者を対象に、巡回グループごとに説明会を開催します。

ご希望により、個人面談も行います。その結果、必要に応じて、中学校での体験的な通室を

行う場合もあります。入学直前の２月の審査会でプラスでの指導が必要だと認められれば、

４月１日付で正式入室が決定します。 

 

 
    
  副籍制度について  
 

Ｑ．特別支援学校に就学した場合、地域の中で障害のある子どもも障害のない子どもも一緒に育つ

機会はありますか？ 

Ａ．東京都では、障害のある人とない人が交流を通じて相互理解を図り、互いに支え合いながら共

に暮らす地域社会（＝共生地域）の実現を目指し、「副籍制度」を推進しています。副籍制度と

は、都立特別支援学校の小・中学部に在籍する児童・生徒が、居住する地域の区市町村立小・

中学校（地域指定校）に副次的な籍（副籍）をもち、直接的な交流や間接的な交流を通じて、

地域とのつながりの維持・継続を図る制度のことです。 

立川市では、就学相談の結果、特別支援学校への就学意思を確認した後に、副籍制度に関する

意向や交流内容に関する希望をお聞きし、地域指定校を決定しています。特別なご事情がない

限り、原則としてご自宅に最も近い通学区域の小学校、中学校が地域指定校となります。そし

て、保護者やご本人のご希望を踏まえて交流の内容を決め、なるべく早期から実施できるよう

に、お子さんの状況を地域指定校にお伝えし、打合せをさせていただきます。 

ご不明な点がありましたら、担当の就学相談員にご相談ください。  
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放課後の過ごし方について 

 

Ｑ．学童保育所の利用を考えています。申込みはいつ頃ですか？ 

Ａ．新年度の申込みは、前年の 10月頃から申込書の配布が始まり、11月頃に受付予定です。 

申込みのお知らせは、市の広報及びホームページに掲載されます。 

～令和７年度向け募集の内容（参考）～ 

保育時間：学校のある日は下校時から 18時（延長 19時）までの保育。 

学校休業日や土曜日は８時～18時（延長 19時）までの保育。 

延長保育：18時～19時 延長保育料：月額 2,000円 一時利用：日額 500円 

保育料：月額 4,000円（きょうだいで入所の場合、上の学年の児童は 2,500円） 

間食費：月額 2,000円 休所日：日曜日・祝日・年末年始。 

令和８年度向け募集の内容等詳しくは、 

市役所 子ども育成課 学童保育所係 ☎042-523-2111 内線 1300 へ 

なお、各学童保育所の情報は、市ホームページでご紹介しています。 

https://www.city.tachikawa.lg.jp/kosodate/m-kosodate/1004941/1004989/1004995.html 

 

Ｑ．放課後子ども教室とはどのようなものですか？ 

Ａ．立川市では、小学校内で子どもたちが自由に遊びや、スポーツ、学習などをして過ごすことが

できる「放課後子ども教室」を実施して、子どもの安全・安心な居場所を設けて

おります。民間事業者に委託し、平日毎日のほか夏休み等の長期休業期間も実施

しています。 

詳しくは、市役所 子ども育成課 放課後子ども教室係 

☎042-523-2111 内線 1302へ 

なお、放課後子ども教室の情報は、市ホームページで 

ご紹介しています。 

https://www.city.tachikawa.lg.jp/kosodate/m-kosodate/1004941/1004991/1005028/index.html 

 

特別支援学校の児童･生徒が、 

保護者等の付添のもと、 

地域指定校の通常の学級の授業や、 

学校行事に参加します。 
 

◆学校行事等の見学・参加 

 ・学芸会、文化祭、展覧会、運動会 
 

◆授業等の参加 

 ・国語や音楽の授業に参加 

 ・全校集会や学年集会への参加 

 ・部活動への参加        など  

 

学校だよりや学級だよりの交換等を中心に 

行います。 

◆学校だよりの交換 

 ・郵送で交換をする 

 ・保護者が地域指定校に届ける 

 ・地域指定校の児童が、特別支援学校の 

 児童の家に届ける         など  
 

◆学校だよりの交換以外の間接的な交流 

 ・展覧会などに作品を出品し展示する 

 ・おたより交換の中に 

手紙を書いてやりとりする     など  

直接的な交流 間接的な交流 
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Ｑ．主治医から、放課後等デイサービスの利用を勧められました。どんな手続きが必要ですか？ 

Ａ．学校（幼稚園、大学を除く）に通学中の障害児を対象に、放課後等において、生活能力の向上

のために必要な訓練や、社会との交流の促進等を支援しています。学校教育と相まって自立を

促すとともに、放課後等の居場所づくりを行います。 

利用するためには、 

   ①主治医等に利用の適否について相談する。 ＊障害手帳または診断書が必要です。 

②事業所に空き状況等を問い合わせ、見学を行う。 

③事業所の利用が決まったら、市役所 障害福祉課（市役所 1階）へ申請する。   

☆申請に来所される前に、障害福祉課の地区担当員へお電話ください。 

☆障害児支援計画案の提出が必要です。 

詳しくは、障害福祉課 ☎042-523-2111 内線 1517～1523へ。  

https://www.city.tachikawa.lg.jp/kenko/shogai/1003562/1003628.html 
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受 付 月～金曜日／第2土曜日 

午前９時～午後５時 
※４~８月は、第４土曜日も受付 

休業日 日曜・祝日・年末年始 

子育て支援・保健センター 
〒190-0022 立川市錦町３丁目３-６ 


